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令和 3年度の山部会の活動進捗報告 
 

 ⼭部会の⽬標とテーマ 

山部会で抽出された課題、活動テーマ、今年度の活動目標を以下に示す。

課題 活動テーマ 次年度の活動⽬標 

①人 と地 域

の問 題  

流域圏担い手 

づくり事例集 

○持続可能な地域づくりにつながる活動を行っている団体に取材を行
い、「流域圏担い手づくり事例集Ⅲ」を刊行する。 

○特に山、川、海のエリアと都市をつなぐ活動に着目して取材を行う。 
○川部会、海部会を巻き込んだ流域全体の担い手を発掘する活動とする。 
○事例集の活用方法と、今後の事例集づくりの方向性について検討する。 

山村ミーティング 

○ガイドラインの作成においては、林業技術者に直接意見を伺うなど、
懇談会との連携を強化する（担い手の創出）。 

○矢作川感謝祭への森林組合員の参加が定着してきたため、このイベン
トをどのように活用するか、更に検討を行っていく。 

○矢作川流域の森を守っているプロたちが、その仕事の意味や重要性を
理解し、誇りをもって作業を行うための指針となり、同時に、矢作川流
域の恵みで生きる河川管理者、沿岸漁業者、流域住民が、流域の森を守
っているプロたちの作業の公益的な重要性を理解し、彼らをリスペク
トし、応援するための指針となることを目的とした「矢作川水源の山
づくりガイドブック」の策定に取り組む。（山村ミーティングと森づく
りガイドラインの協働） 

○森林経営管理法、森林環境譲与税などの国の新たな動きを踏まえつつ、
流域市町村の森林施策の着実な進行を後方支援し、流域圏全体として
調和のとれた森づくりを目指す。 

○水循環基本法に定められた森林の雨水浸透能力又は水源涵養能力の整
備について、矢作川流域における関係省庁や地方自治体の施策をフォ
ローアップする。 

②森 の問 題  

森づくり 

ガイドライン 

木づかい 

ガイドライン 

○矢作川流域内の各関係者が取り組まれている木づかい活動や推進テーマ
を「さあ～しよう」の形で提案していただくことにより情報を共有化し、流域内
の身近な木を利用した木づかいが推進されるように「木づかいガイドライン」
を作成する。 

○矢作川の流れを絆として、個人の思い入れを込めて流域が一体となること
の大切さを伝えるアイテム「矢作川流域ものさし・私の流域物語」を有志で
製作し、これを全国の各流域に配布することによって、全国の各流域にお
いてその理念と製作方法を普及する。 

○「矢作川流域ものさし・私の流域物語」の理念とは、「流域はひとつ運命共
同体」・「水を使うものは自ら水をつくるべし」といった全国にも通用する矢作
川の流域思想であり、こうした思想と共にある矢作川流域圏懇談会の取り組
みについて全国の流域関係者に向けて発信する。 

○「私の流域物語」に記載された物語に関わる場所での「木づかいライブ・ス
ギダラキャラバン(木育キャラバン)」の実施や、個人の思い入れを尊重した
木づかいによる市民創造型・労働参加型・課題解決型プロジェクトを実施す
る。 

○こうした取り組みを通して矢作川の流域材を活用した楽しい「木のある暮ら
し」を定着させ「木づかいによる場所の力づくり＝プレイスメイキング」によっ
て身近な生活空間を魅力的な地域空間に変革していく。 

〇こうしたプレイスメイキングに際し、地域住民や地域の子どもたちが一緒に
なって活動することにより、特に子供たちに対して、地域資源と共に生きて
いく様々な原体験の場を提供していく。 
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 今年度の活動実績 

今年度の山部会ＷＧ活動実績を以下に示す。 

活動内容 日時 場所 活動内容 

第 59 回ＷＧ（根羽） 

20 名参加（内オンラ

イン参加 8名） 

6 月 25 日（金） 

13:30～17：05 

根羽村老人福祉センター 

「しゃくなげ」 

・今年度の活動方針を確認、活動内容 

の話し合い。 

・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

・バスツアーと公開講座について 

・矢作川水系流域治水プロジェクトに

ついて 

第 60 回ＷＧ（恵那）

32 名参加（内オンラ

イン参加 10 名） 

10 月 1 日（金） 

13:30～17:00 

恵那市消防防災センター 

3 階研修室 

・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

・恵那市の太陽光発電の現状について 

第 61 回ＷＧ（豊田）

23 名参加（内オンラ

イン参加 5名） 

11 月 5 日（金） 

13:30～17：05 

豊田森林組合庁舎 第 2・3

会議室 

・4つのテーマの進捗報告と意見交換 

・豊田の森づくりの成果と課題につい

て 

第 13 回「まとめの

会」（岡崎） 

○○名参加（内オン

ライン参加○名） 

1 月 22 日（金） 

13：30～16：30 

岡崎市額田センター 

「こもれびかん」 

・今年度のＷＧのふりかえりについて 

・次年度の活動目標、活動計画について 

※参加人数は事務局含む 

 

フィールドワークの活動実績を以下に示す。 

活動内容 日時 場所 活動内容 

ＦＷ（根羽） 

12 名参加 

6 月 26 日（土） 

9:30～12：00 

①コウヨウザン植栽箇所 

②村有林皆伐地 

③根羽村森の交流館 

④ﾈﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞﾌｫﾚｽﾄｶﾞｰﾃﾞﾝ 

・コウヨウザンの有用性の把握 

・皆伐地と今後の植栽木の検討 

・森の生活や森林体験の場の確認 

・山地酪農実験箇所の視察 

ＦＷ（恵那） 

15 名参加 

10 月 2 日（土） 

9:30～12:00 

①恵那市飯地町の太陽光発電

施設の見学 
・太陽光発電の建設の状況把握 

ＦＷ（豊田） 

16 名参加 

11 月 6 日（土） 

9:30～12：00 

①豊田市御内町のｺﾞﾝｿﾞﾚﾄﾚｲﾙ

の視察 

・鼎館において御内町の歴史やｺﾞﾝ

ｿﾞﾚﾄﾚｲﾙの目的や活動内容の説明 

・ｺﾞﾝｿﾞﾚﾄﾚｲﾙの現場で、活動内容の

説明と体験 

※参加人数は事務局含む 

 

 

 

 

 

 

 

写真 FW の実施状況 
（左︓コウヨウザン試験植栽地（根⽻村）、中︓太陽光発電施設の⾒学（恵那市）、右︓ゴンゾレトレイルの⾒学（豊⽥市）） 
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 各テーマの活動進捗報告 

 流域圏担い手づくり事例集 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

1) 流域圏担い手づくり事例集の作成 
・新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐために、8 月に予定されていた山部会（岡崎）が延期とな

った。この延期をうけ、懇談会活動の停滞を避けるため、山・川・海の有志からなる部会連携調

整（通称：ミライ会議）を設け、その中で事例集の作成についても検討を行った。 

・前年度の 10 年誌作成過程で、流域の課題を解決するためには、もっと都市住民を巻き込むことが

必要という認識が共有された。その先進事例を対象に、これまでと取材の形式を変え、取材対象

のプロジェクトに関わる複数のメンバーに取材し、プロジェクトの全体像を立体的に浮かび上が

らせることをめざした。 

・今年度は、名古屋の学童保育木質化プロジェクトを取材対象とし、ミライ会議に「森と子ども 未

来会議」発起人の鈴木建一氏を招聘。その後、「あおぞら学童保育クラブ」、「松栄第一第二学童保

育クラブ」「山里学童保育クラブ」（以上名古屋市）、「季の野の台所（知多郡美浜町）」を訪問。鈴

木建一氏、学童保育の設計を行った「東海林建築設計事務所」の東海林修氏、「季の野の台所」の

森川美保氏らに取材を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

【今年度の活動目標】 

○持続可能な地域づくりにつながる活動を行っている団体に取材を行い、「流域圏担い手づくり事

例集Ⅲ」を刊行する。 

○特に山、川、海のエリアと都市をつなぐ活動に着目して取材を行う。  

○川部会、海部会を巻き込んだ流域全体の担い手を発掘する活動とする。 

○事例集の活用方法と、今後の事例集づくりの方向性について検討する。 

部会連携調整の実施状況（左）と事例集の取材⾵景（右） 
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2) “いい川”・“いい川づくり”ワークショップにおける懇談会と事例集の PR 
・10 月に岐阜市で開催された「第 13 回“いい川”・“いい川づくり”ワークショップ in 中部」に

おいて、洲崎氏より懇談会の活動概要、流域圏担い手づくり事例集の作成状況、設立 10 年の成果

と課題について、全国に向けて発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークショップの会場（左）と流域圏懇談会の発表⾵景（右） 

“いい川”・“いい川づくり”ワークショップ発表資料（洲崎⽒作成 抜粋） 
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 山村ミーティング 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

1) 矢作川感謝祭における流域の森林組合員の交流 
・これまでの矢作川感謝祭において、流域の森林組合（根羽、恵南、豊田、岡崎）の参加は定着し

てきた。今年度は、このイベントをどのように活用するかの検討を行う予定であったが、新型

コロナウイルスの感染の収束が望めないことから、イベント自体が中止となった。 

 

2) 矢作川水源の山づくりガイドブック策定の進捗状況 
・「矢作川源流の山づくりガイドブック」の策定にあたり、流域の各森林組合宛に会議の開催依頼文

を作成し、送付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○矢作川感謝祭への森林組合員の参加が定着してきたため、このイベントをどのように活用する

か、さらに検討を行っていく。 

○矢作川流域の森を守っているプロたちが、その仕事の意味や重要性を理解し、誇りをもって作

業を行うための指針となり、同時に、矢作川流域の恵みで生きる河川管理者、沿岸漁業者、流

域住民が、流域の森を守っているプロたちの作業の公益的な重要性を理解し、彼らをリスペク

トし、応援するための指針となることを目的とした「矢作川水源の山づくりガイドブック」の

策定に取り組む（森づくりガイドラインとの協働）。 

会議の開催依頼⽂（抜粋） 
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・7 月下旬、岡崎森林組合において「矢作川水源の山づくりガイドブック策定会議（通称：矢作川

流域山づくり WS）を行った。ここでは、「矢作川流域林業担い手 100 人ヒヤリングの結果（丹羽

氏）」、「南九州の山で起きていることとこれからの矢作川の施業（蔵治氏）」、「地域の状況と作業

場の課題（岡崎森林組合現場技能者）」より話題提供を行い、課題解決に向けた意見交換を行った。 

 
・2022 年 1 月、豊田市御内市有林事務所において第 2回を開催した。昨年 6月から始まった豊田森

林組合の「現業ＭＴＧ」の取り組みについて藤澤氏から報告があり意見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

会議の様⼦（上段︓岡崎市、下段︓豊⽥市） 

豊⽥森林組合における労働災害の発⽣状況 
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 森づくりガイドライン 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

1) 流域圏全体として調和のとれた森づくりに関する議論 
・流域市村において、森林環境譲与税の使い道に関する取り組みを、行政や森林組合の担当者より

報告いただき、意見交換を行った。 

・根羽村では、根羽村森林組合を主体に伐採・製材加工・販売を通して、林業の一次、二次、三次

産業による 6次産業化を確立している。これを「根羽村トータル林業・まもる・つかう・つなぐ」

と称して、林業のあるべき姿を追求していることを共有した。 

・豊田市の森林施策については、同市森林課の小川氏より「豊田市の森づくりの成果と課題につい

て」をテーマに話題提供をいただいた。同市は全国に先駆けて森林整備を実施しており、森林環

境譲与税は、森林整備の安定化や持続可能な森林整備に向けて投資を行っている。そのために、

森林組合と連携し、団地化推進プロジェクトによる間伐の推進、森林整備に関する人材育成や普

及啓発、木材利用を進めていることを共有した。 

・岡崎市の森林施策については、同市森林課の今泉氏より「岡崎市の森林環境譲与税を使った森林

施策について」をテーマに話題提供をいただいた。同市は、愛知県初の森林経営管理法による森

林整備を一般社団法人奏林舎とともに進めていることを共有した。また、森林の整備を担うべき

人材の育成及び確保のため、人工林間伐講座・間伐ボランティア活動団体・森の女子会の支援に

ついての言及があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○矢作川流域の森を守っているプロたちが、その仕事の意味や重要性を理解し、誇りをもって作

業を行うための指針となり、同時に、矢作川流域の恵みで生きる河川管理者、沿岸漁業者、流

域住民が、流域の森を守っているプロたちの作業の公益的な重要性を理解し、彼らをリスペク

トし、応援するための指針となることを目的とした「矢作川水源の山づくりガイドブック」の

策定に取り組む（森づくりガイドラインとの協働）。 

○森林経営管理法、森林環境譲与税などの国の新たな動きを踏まえつつ、流域市町村の森林施策

の着実な進行を後方支援し、流域圏全体として調和のとれた森づくりを目指す。 

○水循環基本法に定められた森林の雨水浸透能力又は水源涵養能力の整備について、矢作川流

域における関係省庁や地方自治体の施策をフォローアップする。 

流域の⾃治体の森林施策の状況報告(豊⽥市の例) 
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2) 矢作川水系流域治水プロジェクトについて 
・国土交通省が推進している「矢作川水系流域治水プロジェクト」について、事務局より紹介され

た。本プロジェクトは、事業を「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」「被害対象を減少さ

せるための対策」「被害の軽減、早期復旧・復興のための対策」の 3つの対策に分け、国・県・市

町が一体となって流域治水を推進することが示されている。 

 

3) 流域市村の間伐面積の経年変化について 
・2009 年をピークに、流域の市村の間伐面積は減少し、2018 年以降横ばいとなっている。2020 年

の流域の間伐の状況は、以下となっていた。 

①根羽村では、材価高騰のため、皆伐が増加している。 

➁恵那市では、搬出間伐がメインであるが、補助金額が減少している。 

③豊田市では、コロナの影響で材価が下がったため、切置き間伐に移行したが、現在は材価高

騰のため、皆伐が増加している。 

④岡崎市では、コロナ対策に予算を割かれたり、水源基金も作業道造成に比重が置かれたため、

間伐面積の減少につながった。 

・2 根羽村や豊田市では、皆伐が増える傾向がみられることから、今後は皆伐面積のデータも整理

することを検討したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2008 年以降の流域市村の間伐⾯積の推移 
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 木づかいガイドライン 

 今年度の活動目標に対する進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の活動成果 

1) 「木づかいガイドライン」の作成 
・早生樹であるコウヨウザンの試験植栽に関する情報共有を行った。コウヨウザンは、早生樹で、

1500 本／ha で植え付け、獣害対策をしながら森林資源の早期育成を図るものである。スギ・ヒノ

キの植栽密度が 3000 本／ha であるため、間伐経費を抑えた低コスト施業につなげる。現在、根

羽村の環境で生育が可能かの試験を行っている。 

・その後の経過として、令和 2 年の 12 月に植栽し活着率はほぼ 100%で生長は極めて順調であった

が、令和 3年 11 月から 12 月にかけてシカにより単木防護柵を引き上げられてしまい、苗木が食

害を受け、残念ながらほぼ全滅状態となってしまった。 

・現在、カプサイシン(辛子)溶液を噴霧して苗木を防護する方法を、全国森林組合連合会が事務局

となって関係機関で検討している。食害を防げることは判明しているが、薬効期間がどの程度な

のか試験中であり、根羽村では再度コウヨウザンの植栽を行い、カプサイシンを使用した獣害防

除効果確認試験を実施する見込みである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【今年度の活動目標】 

○矢作川流域内の各関係者が取り組まれている木づかい活動や推進テーマを「さあ～しよう」の形

で提案していただくことにより情報を共有化し、流域内の身近な木を利用した木づかいが推進さ

れるように「木づかいガイドライン」を作成する。 

○矢作川の流れを絆として、個人の思い入れを込めて流域が一体となることの大切さを伝えるアイ

テム「矢作川流域ものさし・私の流域物語」を有志で製作し、これを全国の各流域に配布するこ

とによって全国の各流域においてその理念と製作方法を普及する。 

○「矢作川流域ものさし・私の流域物語」の理念とは、「流域はひとつ運命共同体」・「水を使うも

のは自ら水をつくるべし」といった全国にも通用する矢作川の流域思想であり、こうした思想と

共にある矢作川流域圏懇談会の取り組みについて全国の流域関係者に向けて発信する。 

○「私の流域物語」に記載された物語に関わる場所での「木づかいライブ・スギダラキャラバン(木

育キャラバン)」の実施や、個人の思い入れを尊重した木づかいによる市民創造型・労働参加型・

課題解決型プロジェクトを実施する。 

○こうした取り組みを通して矢作川の流域材を活用した楽しい「木のある暮らし」を定着させ「木

づかいによる場所の力づくり＝プレイスメイキング」によって身近な生活空間を魅力的な地域空

間に変革していく。 

〇こうしたプレイスメイキングに際し、地域住民や地域の子どもたちが一緒になって活動すること

により、特に子供たちに対して、地域資源と共に生きていく様々な原体験の場を提供していく。 

根⽻村のコウヨウザンの植栽地遠景と苗 
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2) 木づかいと森林アクティブ系・癒し系プログラムよる市民創造型プロジェクトの実施 
・山梨県の南都留森林組合では、森の学校の開催、様々な森づくりワークプログラムの開発、森の

幼稚園との連携等、様々な木育活動を行っている。以前実施した当流域圏懇談会と神奈川県山北

町との流域連携の結果として、現在両組合が連携して、森林アクティブ系、癒し系プログラムを

南都留森林組合が、木のアイテムを活用したプレイスメイキングを根羽村森林組合が担当するこ

とで、それぞれの両組合の強みを活かした魅力的な里山活動を行うこととなった。 

・当面、山梨県道志村のキャンプ施設を対象に両組合のそれぞれの特性を活かしたプログラムや木

のアイテム販売を展開していくこととなった。 

・その他、根羽村森林組合で実施している「わっぱづくり体験」を南都留森林組合でも実施できる

ようにプログラム実践指導を行った。この指導を通して「わっぱづくりテキスト」が完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 「矢作川流域ものさし・私の流域物語」の製作とその理念と製作方法を普及 
・矢作川流域のあらゆる活動において、全体会議で配布された流域ものさしを活用している部会員

がいる。部会員からは、この流域ものさしの更なる活用等の希望があることから、新型コロナウ

イルスの収束を待ち、改めて部会員が作成できるようなプログラムを計画したい。また、他河川

への展開を「私の流域物語」と共に推進する考えであることを共有した。 

・根羽学園では、4 年生の子ども達に「矢作川流域ものさし」を製作してもらい、併せて「私の流

域物語」を作文してもらった。「矢作川流域ものさし」は誰にでも楽しく作れて、木の自然素材カ

ラーが美しいことから子ども達にも好評であった。また、続けて作文してもらった「私の流域物

語」も、ものさしに絡めて様々な思いが語られており、やはり、「流域ものさしと流域物語」の他

者へのプレゼントは、子どもも大人にとっても大変魅力的で印象的な試みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼭梨県の南都留森林組合との連携  森林アクティブ系と⽊のアイテム系のプログラム交換 

根⽻学園 4 年⽣ 流域ものさしの製作と私の流域物語のお⼿紙 
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4) 「森の民のこどもたち（NPO 法人 矢作川源流の森ねば）の作成 
・「木を育てる」「木で作る」「木とくらす」「木と共に生きる」をテーマとしたパンフレットを製作

したことで、森の育成から木材の生産、暮らしの中での木の活用などが周知された。また、木を

育てて、伐採しそれを製材機にかけて建築部材を生産し、家づくりまで結びつけている木づかい

の流れが簡単に理解されるように努めた。 

・「森の幼稚園」という活動が世界で広がっており、日本でも同様の取組みが進められている。森の

幼稚園的な活動により、田舎への移住者が増え、定住促進につながっているところがある。矢作

川流域独自の森の幼稚園の構想を推進することで、将来の森の担い手づくりに結び付く可能性が

あることを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 改正公共建築物等木材利用促進法について 
・木材の利用を促進する対象として、公共建築物から民間建築物を含めた建築物一般に拡大する法

律の改正を周知した。参考事例として、材を積極的に活用することにより山村の活性化に貢献し

ていくことが明記されており、矢作川流域での活用が大いに期待できる。 

・こうした法制度の改正の周知により、今後、学童施設や里山に矢作川流域材を活用した活動拠点

施設及びトイレ等を設置して、里山等における木育活動の推進を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

伊那市 ⾼遠第⼆・第三保育園の森の幼稚園 ⽣き⽣きとして⼭で遊ぶ児童 

根⽻学園 森と親しむプログラムと⽊のアイテムプレイスメイキング 

名古屋市内の児童施設 愛知県産材のスギ材による板倉構法の拠点施設 
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森や海辺で⽊のアイテムがあることによりその地域の魅⼒が⾼まる 
 

それも次世代の参加による⽊のアイテムづくりは、地域の魅⼒を⾃ら 
 

創造している気づきを与える  この意義はとても⼤きい 
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 次年度の活動⽬標について 

課題 活動テーマ 次年度の活動⽬標 

①人 と地 域

の問 題  

流域圏担い手 

づくり事例集 

○持続可能な地域づくりにつながる活動を行っている団体に取材を行
い、「流域圏担い手づくり事例集Ⅳ」を刊行する。 

○特に山、川、海のエリアと都市をつなぐ活動に着目して取材を行う。 
○川部会、海部会を巻き込んだ流域全体の担い手を発掘する活動とする。 
○事例集の活用方法と、今後の事例集づくりの方向性について検討する。 
○ 
○ 

山村ミーティング 

○ガイドラインの作成においては、林業技術者に直接意見をうかがうな
ど、懇談会との連携を強化する（担い手の創出）。 

○矢作川感謝祭への森林組合員の参加が定着してきたため、このイベン
トをどのように活用するか、更に検討を行っていく。 

○矢作川流域の森を守っているプロたちが、その仕事の意味や重要性を
理解し、誇りをもって作業を行うための指針となり、同時に、矢作川流
域の恵みで生きる河川管理者、沿岸漁業者、流域住民が、流域の森を守
っているプロたちの作業の公益的な重要性を理解し、彼らをリスペク
トし、応援するための指針となることを目的とした「矢作川水源の山
づくりガイドブック」の策定に取り組む。（山村ミーティングと森づく
りガイドラインの協働） 

○森林経営管理法、森林環境譲与税などの国の新たな動きを踏まえつつ、
流域市町村の森林施策の着実な進行を後方支援し、流域圏全体として
調和のとれた森づくりを目指す。 

○水循環基本法に定められた森林の雨水浸透能力又は水源涵養能力の整
備について、矢作川流域における関係省庁や地方自治体の施策をフォ
ローアップする。 

○ 
○ 

②森 の問 題  

森づくり 

ガイドライン 

木づかい 

ガイドライン 

○矢作川流域内の各関係者が取り組まれている木づかい活動や推進テーマ
を「さあ～しよう」の形で提案していただくことにより情報を共有化し、流域内
の身近な木を利用した木づかいが推進されるように「木づかいガイドライン」
を作成する。 

○矢作川の流れを絆として、個人の思い入れを込めて流域が一体となること
の大切さを伝えるアイテム「矢作川流域ものさし・私の流域物語」を有志で
製作し、これを全国の各流域に配布することによって全国の各流域におい
てその理念と製作方法を普及する。 

○「矢作川流域ものさし・私の流域物語」の理念とは、「流域はひとつ運命共
同体」・「水を使うものは自ら水をつくるべし」といった全国にも通用する矢作
川の流域思想であり、こうした思想と共にある矢作川流域圏懇談会の取り組
みについて全国の流域関係者に向けて発信する。 

○「私の流域物語」に記載された物語に関わる場所での「木づかいライブ・スギ
ダラキャラバン(木育キャラバン)」の実施や、個人の思い入れを尊重した木づか
いによる市民創造型・労働参加型・課題解決型プロジェクトを実施する。 

○こうした取り組みを通して矢作川の流域材を活用した楽しい「木のある暮ら
し」を定着させ「木づかいによる場所の力づくり＝プレイスメイキング」によっ
て身近な生活空間を魅力的な地域空間に変革していく。 

〇こうしたプレイスメイキングに際し、地域住民や地域の子どもたちが一緒に
なって活動することにより、特に子供たちに対して、地域資源と共に生きて
いく様々な原体験の場を提供していく。 

○神奈川県山北町において開催された「大人の木育」の講師を務めた流域
連携から、現在南都留森林組合との連携事業がスタートした。今後、道志
村のキャンプ施設を対象とした森林づくりワーク及び木のアイテムによるプ
レイスメイキングを進めていく。 

○学童保育、森の幼稚園、里山等で森づくりワークを進めていくにあたり、そ
れらの活動拠点施設及びトイレが必要である。愛知県の学童施設に愛知県
産材のスギ材が「板倉構法」として使われており、こうした事例を参考に矢
作川流域材を活動拠点及びトイレ等の施設に活用していく。 

 


